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平
成　

年
第
２
回
定
例
会
に

１７

お
い
て
、
平
成　

年
度
栗
野
町
、

１６

吉
松
町
及
び
湧
水
町
の
歳
入
歳

出
に
係
る
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
上
程
さ
れ
、
当
議
会
で
は
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
予
算
執
行

状
況
と
施
策
の
成
果
に
つ
い
て
、

審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
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平
成　

年　

月
３
日

１７

１０

　
　
　

〜　
　

月　

日

１０

１７
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吉
松
庁
舎
２
・
３
委
員
会
室
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予
算
が
目
的
に
従
っ
て
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
で
き
た
か
。

　

ど
の
よ
う
な
行
政
効
果
が
発

揮
で
き
た
か
。
ま
た
、
改
善
工

夫
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
べ

き
か
等
。
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委
員
長

　
　

礒
貝　

文
夫

副
委
員
長

　
　

西
牟
田　

徹
也

委　

員

　
　

仮
屋　

良
二

　
　

上
水
流　

功

　
　

渕
上　

幸
男

　
　

亀
澤　

中

　
　

境
田　

公
明
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　健康づくり推進事業の実施、健康カレンダー
の配布や健康相談の実施、高齢者健康教室の実
施等、乳幼児及びその保護者から高齢者までを
対象とした指導や相談、不安解消や閉じこもり
予防等を実施した。 
 
国民健康保険税の徴収率 
　旧栗野町　　93.08％ 
　旧吉松町　　95.86％ 
　湧 水 町　　94.96％ 

 
 
　旧栗野町では企業会計、旧吉松町では特別
会計と会計方式が異なっていたが、合併に伴
い公営企業法を適用することになった。 
　水道事業は常に企業の経済性を発揮すると
共に、町民の衛生と福祉の向上に寄与できる
経営体質を確保して、計画的な施設整備及び
事務事業の執行に努力を求める。 

 
 
　医療費支給費の件数は272件、対前年比
324.6％の減、金額は360万9,879円で、対前年
比137.3％の減という結果になっているが、
これは、高額療養費その他で、件数1,245件、
支給額697万7,369円、人数で452人分の事務
処理が遅れているのが原因であったが、治療
者にとって医療費の出費も多額である上に、
高額医療の申請事務が遅れては、生活に支障
を生ずることが思料されるので、早急な事務
処理を行った。 

����� � ��������������

84億2,484万9,889円20億2,988万7,829円22億9,626万9,368円40億9,869万2,692円一 般 会 計

14億5,197万2,345円2億652万5,882円4億1,362万3,174円8億3,182万3,289円国民健康保険事業特別会計

21億8,414万8,838円3億2,041万9,475円7億6,913万1,966円10億9,459万7,397円老人保健事業特別会計

9億7,799万5,386円1億7,178万6,992円2億6,533万9,846円5億4,086万8,548円介護保険事業特別会計

85万3,042円0円85万3,042円0円農林業従事者労働災害
共 済 事 業 特 別 会 計

3億197万9,202円51万4,707円1億7,360万5,605円1億2,785万8,890円水道会計事業特別会計
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栗
野
高
原
リ
ゾ
ー
ト
計
画
予
定
地

内
（
約　
　

）
の
ダ
イ
ア
建
設
㈱
所

９０
ha

有
地
に
つ
い
て
、
同
社
の
諸
事
情
に

よ
り
計
画
が
断
念
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
用
地
取
得
で
あ
り
、
計
画
地
は
本

町
の
観
光
行
政
等
に
重
要
な
場
所
で

あ
る
こ
と
と
同
時
に
乱
開
発
防
止
の

た
め
町
で
取
得
し
た
も
の
で
す
。
農

地
法
の
課
題
も
あ
り
、
と
り
あ
え
ず

は
、
自
然
公
園
で
い
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

各
自
治
会
に
よ
る
道
路
・
河

川
愛
護
作
業
。
道
路
愛
護
に
対

す
る
地
域
住
民
の
理
解
が
定
着

し
、
交
通
の
安
全
、
河
川
災
害

の
未
然
防
止
等
環
境
の
整
備
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

�
�

　

地
域
の
愛
護
作
業
は
今
後

益
々
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
な
る

の
か
。

�
�

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
す
る
気
持
ち
は
大
事
な
こ

と
だ
思
う
。

　

介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を

取
得
し
、
地
域
の
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
組
織
強
化
に
資

す
る
た
め
の
、
２
級
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
事
業
補

助
率　

％
。

５０

　

同
じ
地
域
に
住
む
者
同
士

が
お
互
い
に
見
守
り
あ
う
、

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
推
進
事

業
」。

�
�

　

福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ

い
て
は
、
福
祉
マ
ッ
プ
や
民

生
委
員
や
消
防
等
と
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
の
組
織
が
必
要
で

は
な
い
か
。

�
�

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て

は
、
研
修
等
も
行
っ
て
お
り
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

の
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
行

き
た
い
。

�
�

　

社
協
の
２
級
ヘ
ル
パ
ー
資

格
取
得
事
業
は
、
社
協
の
新

た
な
介
護
事
業
の
展
開
の
た

め
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

�
�

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
が

目
的
。
３
級
資
格
か
ら
今
は

２
級
に
入
っ
て
お
り
、
今
後

の
地
域
介
護
の
中
心
に
な
っ

て
も
ら
う
た
め
行
っ
て
い
る
。

　

寝
た
き
り
や
、
独
居
老
人

の
世
帯
を
訪
問
し
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
広
報
や
啓
発
を

行
い
、
高
齢
者
の
日
常
生
活

の
安
否
確
認
や
、
声
か
け
活

動
を
す
る
在
宅
高
齢
者
福
祉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
栗
野
地

区
１
４
１
人
、
吉
松
地
区　
１６

人
で
す
。
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区
画
整
理
事
業
は
、
路

線
・
場
所
ご
と
に
事
業
名

が
違
い
、
下
場
土
地
区
画

整
理
事
業
（
通
常
）、
同（
交

付
金
）、
同
（
地
特
単
）、
同

（
単
独
）
に
分
け
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
住
環
境
や

排
水
路
等
の
整
備
、
宅
地

の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

�
�

　

駅
前
広
場
、
跨
線
橋
等

の
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　

ま
た
丸
池
へ
の
道
路
拡

張
、
案
内
板
等
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　農業生産条件が不利で耕作放棄のおそれが大
きい中山間地域において、生産活動維持や多面
的機能を確保するための取組みに対し交付金を
支払い、耕作放棄地等防止を図るものです。
　生産者の話合いによる合意のもとに、対象と
なる農用地内で農業生産活動等を行う取り決め
がなされ、集落協定が締結されています。なお、
旧栗野町は９２集落、旧吉松町は１９集落です。

　

総
合
交
流
施
設
で
は
、　

年　

月

１６

１１

　

日
に
入
浴
者　

万
人
を
達
成
し
記

１８

７０

念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。　

年
度
の
入
浴
者
数　

万
９
千

１６

１２

３
４
８
人
で
女
性　

％
、
男
性　

％
、

５５

４５

町
外
者　

％
、
町
内　

％
程
度
の
割

６０

４０

合
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
入
浴
者
数

は
、　

年
度
と
比
べ
若
干
減
少
し
て

１５

い
ま
す
が
、
休
憩
室
の
利
用
は
料
金

を
下
げ
た
こ
と
が
要
因
な
の
か
、
平

成　

年
度　

回
、　

年
度
１
６
０
回
、

１４

７６

１５

　

年
度
１
８
１
回
と
増
え
て
き
て
お

１６り
ま
す
。

�
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�
�
�
�
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駅
前
広
場
は
測
量
中
で

３
月
ま
で
に
は
用
地
購
入

予
定
。
１
回
目
の
審
議
会

を
し
た
が
、　

月
に
は
仮

１２

換
地
指
定
の
予
定
。　

年
１８

度
は
鹿
銀
前
の
国
道
ま
で

が
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

駅
前
通
り
の
西
側
は
、　
１９

年
度
以
降
に
な
る
予
定
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
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跨
線
橋
は
設
計
中
で
来

年
の　

月
に
は
完
成
予
定
。

１１

　

年
度
に
丸
池
に
つ
な
が

１８る
道
路
に
着
手
し
完
成
後

案
内
板
設
置
の
予
定
。
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最
終
処
分
場
管
理
費

と
し
て
、
栗
野
分
１
０

３
５
万
７
千
円
（
８
２

９
ｔ
受
入
れ
）、
吉
松
分

６
０
３
万
６
千
円
（
１

９
３
ｔ
受
入
れ
）、
湧
水

分
２
０
８
万
６
千
円
。

主
な
も
の
は
、
ホ
イ
ル

ロ
ー
ダ
ー
１
台
を
購
入
。

ゴ
ミ
捨
場
環
境
整
備
補

助
金
は
、
周
辺
２
自
治

会
へ
の
補
助
。
両
地
区
、

旧
埋
め
立
て
処
分
場
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
水
質
検

査
は
、
す
べ
て
の
基
準

値
を
下
回
る
数
値
で
あ

り
、
適
正
な
管
理
運
営

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

�
�

　

塵
芥
処
理
費
を
軽
減

す
る
た
め
、
野
菜
く
ず

対
策
と
し
て
、
コ
ン
ポ

ス
ト
を
配
布
し
た
ら
ど

う
か
。

�
�

　

衛
生
普
及
会
で
し
て

い
る
が
、
昨
年
は
３
件
。

検
討
し
て
い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　自主防災組織の育成や関係機関との連
携（郵便局）を行うことで初期消火の体
制作り行うと共に、住民に対する防火意
識や防災意識の浸透が図られました。

��

　自主防災組織育成事業で郵便局のバイ
クに消火器を取り付けたということだが、
台数と事業実施年度は。

��

　郵便局全てのバイクに取り付けた。１６
年度からの事業である。

����������

�
�

　

ゆ
う
す
げ
を
見
る
夕
べ
が
２
０

０
人
の
限
定
に
な
っ
て
い
る
理
由

は
何
か
。

�
�

　

バ
ス
等
が
多
く
な
る
と
演
習
場

内
で
の
管
理
が
で
き
な
い
こ
と
で
、

自
衛
隊
か
ら
規
制
が
あ
る
た
め
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　栗野高原まつり。（445万３千円）
栗野高原新緑まつりは、１万５千人
栗野高原紅葉まつりに１万２千人と、
四季をとおして、自然や観光、地場
産品の販売・PRを行い観光客の増
加、地域活性化が図られました。

　スカイフェスタよしまつ（450万
円）は、スカイスポーツの体験や北
海道美幌町の物産販売をはじめとし
たイベントで、本町のＰＲとスカイ
スポーツの振興に寄与しました。
　平成１６年度は、１１月２７日、２８日の
２日間、吉松グラウンドで開催され、
１万２千人が訪れました。

　ゆうすげを観る夕べ（30万円）は、
今年で１４回目の開催となった。２００
人限定で実施され、夕すげ観賞はも
とより吉松の大自然学習と、交流会
を行いました。

スカイフェスタ（吉松公園グラウンド内）
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風
呂
元
線
の
改
良
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

自
衛
隊
車
両
と
一
般
車
両

や
歩
行
者
と
の
離
合
が
容

易
に
行
わ
れ
、
地
域
住
民

の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　平成１７年３月に立地協定を締結した㈲鹿
北製油の王ノ山地区への工場移転に伴い、
進入路の改良舗装工事を実施しました。今
後、誘致企業として雇用の拡大及び胡麻
等の契約栽培や観光客の増等、今後、町
の経済の活性化につながります。

��������	
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防
衛
事
業
の
人
件
費
の
割

合
、
事
務
雑
費
の
割
合
等
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

�
�

　

人
件
費
の
割
合
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

　

事
務
雑
費
は
総
務
課
で
一

括
し
て
庁
舎
全
体
で
使
用
し

て
い
る
。
検
査
も
受
け
て
お

り
問
題
は
な
い
。

　地場特産品の開発・販売を行い農畜産物の付
加価値を高めます。また、物産館開館により連
日の加工で加工センターを活発に利用されるよ
うになりましたが今後は、多くのグループの方
が利用できるようにすることが課題である。

��������	


農畜産物開発加工センター作業風景
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苦
し
い
財
政
状
況
の
中
で
更

に
追
い
討
ち
を
か
け
た
、
台
風

　

号
に
伴
う
災
害
に
よ
り
、
農

１４地
、
町
道
、
林
道
等
の
復
旧
に

係
る
費
用
が
１
億
３
０
８
万
５

千
円
。
本
町
は
以
前
か
ら
台
風

等
の
雨
量
増
加
に
伴
う
河
川
の

増
水
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
河

川
改
修
は
永
年
の
懸
案
事
項
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
早
期
改

善
が
望
ま
れ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

今
回
の
災
害
で
、
町
道
９
ヶ

所
、
河
川
７
ヶ
所
が
被
害
を
受

け
、
緊
急
に
整
備
を
行
い
、
住

民
の
日
常
生
活
の
利
便
性
・
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
予
算

計
上
で
す
。

��������	
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西海寺線（永山地区）
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　最も多額となった農地等災害。農
地２８ヶ所、施設１７ヶ所であり、安全
性・利便性に資するため早急に復旧
するものです。

　災害前の原型に復旧し従前の効果を果た
すため、地域住民への安全が図られます。

幸田　大牟礼地区

幸田　大牟礼地区

��������	
�
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　轟小学校プール改修工事費、吉松小学校北校舎耐力度調査費が計上されております。
　今後も「町づくり」計画に盛り込まれていますグランド整備等、教育環境の整備が逐次、実施
されて子供たちの健全育成に寄与できることと期待します。

�������
��������

������

　アスベストの使用が懸念される公共建造
物の専門的機関による検査委託料が計上さ
れております。また、町民の不安解消のた
め、栗野庁舎の保健衛生課、吉松庁舎の住
民福祉課に相談窓口が開設されました。

��������

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

綿
打
川
河
川
改
修

に
よ
る
消
防
詰
所
等

の
移
転
に
伴
い
、
消

防
詰
所
・
集
会
施
設

及
び
駐
車
場
の
整
備

が
な
さ
れ
、
地
域
の

拠
点
施
設
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

轟小学校のプール 吉松小学校の北校舎

���������

米永消防詰所建設予定地

吉松庁舎
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条 例  条 例  

予　算 予　算 
�������������������

Ｈ１７．８．２５
���
���

　歳入歳出それぞれ１，４０７万９千円を追加し，予算の
総額を歳入歳出それぞれ６８億４，２０５万７千円とするもの。
【主な内訳】
＜歳入＞
・地方交付税　　　　　　　　　　１０９万１千円
・衆議院議員選挙県委託金　　　１，２９８万８千円
＜歳出＞
・衆議院議員選挙費　　　　　　　　１，３００万円
・「敬老の日」高齢者記念品費等　 １０７万９千円
　（不足が生じたため）

平成１７年度湧水
町一般会計補正
予算「第１号」
（H１７．８．２５　第２
回臨時会で上程
さ れ た 議 案 で
す。）

����

Ｈ１７．９．３０
���
���

　歳入歳出それぞれ２億３，０７５万８千円を追加し，
予算の総額を歳入歳出それぞれ７０億７，２８１万５千円
とするもの。
※主な内訳はＰ８～Ｐ１０のとおりです。

平成１７年度湧水
町一般会計補正
予算「第２号」

����

Ｈ１７．１０．２１
���
���

　歳入歳出それぞれ３０４万１千円を追加し，予算の総
額を歳入歳出それぞれ７０億７，５８５万６千円とするもの。
【主な内訳】
＜歳入＞
・普通交付税　　　　　　　　　 　304万1千円 
＜歳出＞ 
・土木費　普通旅費　　　　　　　 224万6千円 
・栗野工業高校再編対策協議会補助金　 50万円

平成１７年度湧水
町一般会計補正
予算「第３号」

����

Ｈ１７．９．３０
���
���

　歳入歳出それぞれ４１２万３千円を追加し，予算の総
額を歳入歳出それぞれ２２億１，６４４万２千円とするもの。
【主な内訳】
＜歳入＞
・支払基金交付金，国庫・県負担金　３８０万６千円
・一般会計繰入金　　　　　　　 　３１万７千円
＜歳出＞
・医療費支給費　　　　　　　　 ４１２万３千円
（高額医療費の未払い分があったため）

平成１７年度湧水
町老人保健事業
特別会計補正予
算「第１号」

����

Ｈ１７．９．３０
���
���

　歳入歳出それぞれ１，８６９万３千円を追加し，予算
の総額を歳入歳出それぞれ１０億４，８９４万円とするもの。
【主な内訳】
＜歳入＞
・支払基金交付金，国庫補助金　　２７９万５千円
・一般会計繰入金　　　　　　　１，５８９万８千円
＜歳出＞
・事務処理システム改修委託料　　１２４万２千円
（１０月より介護保険法が一部改正されるため）
・国庫，県支出金返納金　　　　１，７４５万１千円
（平成１６年度確定分）

平成１７年度湧水
町介護保険事業
特別会計補正予
算「第１号」

����

�������������������

Ｈ１７．９．２０
���
���

　社会文化の興隆に功績が顕著であった者に対し，
その功績と栄誉を称え，湧水町名誉町民の称号を贈
るため条例を制定するもの。

湧水町名誉町民
条例の制定につ
いて

����

Ｈ１７．９．２０
���
���

　町の政治，経済，文化，社会その他町政振興に寄
与し，又は衆人の模範と認められる行為があった者
若しくは郷土の誇りとなる行為があった者を表彰す
るための条例を制定しようとするもの。

湧水町表彰条例
の制定について����

Ｈ１７．９．２０
���
���

　個人情報保護に関する法律の施行に伴い，本町の
個人情報の取扱いに関する基本的事項を定めるなど，
町政の適正且つ円滑な運営を図りつつ，個人の権利
利益を保護するための条例を制定しようとするもの。

湧水町個人情報
保護条例の制定
について

����

Ｈ１７．９．２０
���
���

　湧水町肉用牛経営改善基金の運営については，今
後の導入見込みにおいて，現在の金額では不足を生
じるため，所要の改正をしようとするもの。

湧水町肉用牛経営改
善基金の設置及び管
理に関する条例の一
部を改正する条例の
制定について

����
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その他の議案 その他の議案 
�������������������

Ｈ１７．９．３０���

　町道１１４号北平線，１１５号岳日添線，１５４号日添線
の３路線について，町道下場老谷線から県道栗野停
車場えびの高原線に接続する路線の引渡しにより，
本町との重複区間があることから，起終点位置の変
更により，町道路線の廃止を行うもの。

町道路線廃止に
ついて����

Ｈ１７．９．３０���
　町道１１６２号大原線がリバーフロント整備事業に関
連する町道の終点位置変更により町道路線の廃止を
行うもの。

町道路線廃止に
ついて����

Ｈ１７．９．３０���

　町道１１４号北平線，１１５号岳日添線，１５３号日添牧
園線，１５４号日添線，２５０号日添１号線，２５１号日添
２号線，２５２号日添３号線及び１１６２号大原線の８路
線について，廃止された路線及び引き渡された路線
を町道認定するもの。

　町道２４７号～２４９号の塔
之原ニュータウン４号線
～６号線は，鹿児島県土
地開発公社湧水支社によ
り宅地造成された塔之原
ニュータウン内の道路を
町道認定するもの。

町道路線認定に
ついて����

���������������������

Ｈ１７．９．３０���

１．県立北薩病院が果たす役割を明確にし，地域の
中核医療機関としての機能を充実すること。
２．脳神経外科の常勤医を最低でも２名以上確保し，
脳出血疾患の救急・専門医療を充実すること。
３．耳鼻咽喉科の常勤医を最低でも２名以上確保し，
外来・入院患者への対応と手術のできる体制を確
保すること。

県立北薩病院の
医療体制の充実
を求める陳情書

提出者
湧水町区長会　
会長　松本宗昭氏

���

��������������������

内閣総理大臣
小泉　純一郎氏
ほか５大臣

　本町は，国・県土の中枢部から遠隔の地にあり，
又，霧島連山の一角を形成しているため，広域的交
流ネットワークや災害関連道路の整備を求める町民
の声には切実なものがあり，今後とも道路網の整備
を一層推進する必要がある。

道路整備の促進
及び道路財源の
確保等に関する
意見書

���

鹿児島県知事
伊藤　祐一郎氏

　住民には誰もが安心して適切な医療を受けること
ができる権利がある。診療科の医師退職に伴う，入
院患者を受入れることのできない北薩病院の現状を
一刻も早く改善すべきである。

県立北薩病院の
医療体制の充実
を求める意見書

���

鹿児島県知事
　伊藤　祐一郎氏
鹿児島県教育長
福元　紘氏 

鹿児島県議会議長 
金子　万寿夫氏

・広大なグラウンドと敷地面積であること。
・過去５学級分の教室や特別室であること。
・「工業国日本」を支える工業科を存続させる必要
があること。
・通学地域が姶良郡，大口市，伊佐郡，えびの市等
であること。など

新設校を現在の
栗野工業高校に
設置することを
求める意見書

���

あなたの陳情書 あなたの陳情書 

意見書を提出しました 意見書を提出しました 
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当
初
の
「
水
の
里
」

構
想
は
、
経
済
効
果

に
大
い
に
疑
問
が
あ
り
地
域

住
民
の
考
え
方
と
も
ズ
レ
て

お
り
、
委
員
会
で
質
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
後
検
討
さ
れ
た
構
想

を
町
長
に
伺
う
。

 

関
係
課
長
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
、
補

佐
以
下
の
幹
事
会
で
、
検
討

し
て
き
た
。
活
動
の
場
（
子

供
の
遊
び
場
）
癒
し
・
憩
い

の
場
等
を
計
画
し
て
い
る
。

����������
����������
�
�

�
�

 

合
併
か
ら
約
半
年
経

過
し
た
今
、
職
員
個

々
の
人
物
・
能
力
・
伸
展
性

を
評
価
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　

組
織
の
更
な
る
活
性
化
を

図
る
た
め
旧
町
の
バ
ラ
ン
ス

人
事
を
排
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

 

合
併
当
初
で
あ
り
、

住
民
・
地
域
の
熟
知

を
重
視
し
て
職
員
を
配
置
し
た
。

　

今
後
は
湧
水
町
職
員
と
し

て
適
材
適
所
配
置
し
て
い
き

た
い
。

 

数
的
に
余
裕
の
あ
る

職
員
を
シ
ン
ク
タ
ン

ク
と
し
て
活
用
し
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
制
し
、

効
果
的
な
人
事
運
用
の
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

 

現
在
、「
水
の
里
」

等
検
討
・
研
究
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
稼
働
し
て
い
る
。

　

全
庁
的
な
考
え
方
で
検
討

・
研
究
し
て
い
る
の
で
職
員

の
能
力
向
上
に
も
成
果
が
あ

り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
設

置
す
る
。
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公
共
の
建
造
物
、
建

築
物
へ
の
使
用
状
況

調
査
の
実
施
に
つ
い
て
町
長

に
伺
う
。

 

昭
和　

年
か
ら　

年

３０

５５

の
建
造
物
を
対
象
に

設
計
図
に
よ
る
確
認
調
査
、

現
場
で
の
目
視
に
よ
る
調
査

等
を
行
っ
た
。

　

使
用
が
懸
念
さ
れ
る
所
は
、

専
門
的
検
査
機
関
に
よ
る
検

査
を
実
施
す
る
た
め
、
予
算

を
計
上
し
た
。

 

町
民
の
不
安
解
消
の

た
め
、
相
談
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て
町
長
に
伺
う
。

 

住
民
の
健
康
面
に
専

門
的
か
つ
重
点
的
に

対
処
す
る
た
め
、
栗
野
庁
舎

の
保
険
衛
生
課
、
吉
松
庁
舎

住
民
福
祉
課
に
保
健
師
を
配

置
し
た
窓
口
を
開
設
す
る
。
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具
体
化
に
向
け
て
の

今
後
の
予
定
を
伺
う
。

 

行
政
、
地
域
、
関
連

団
体
と
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
年
度
で
は
、
用
地
買
収

等
を
進
め
、
平
成　

年
度
か

１９

ら
３
ケ
年
に
よ
り
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

 

経
済
効
果
を
上
げ
る

た
め
の
基
本
姿
勢
を

伺
う
。

 

民
間
活
力
の
利
用
は
、

必
要
で
あ
る
。
隣
接

事
業
所
と
も
融
合
し
、
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
の
事
業
展
開
に

取
り
組
み
た
い
。
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栗
野
小
学
校
前
の
長

谷
踏
切
及
び
周
辺
道

路
の
改
善
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

 

拡
幅
整
備
の
必
要
性

は
十
分
に
考
え
ら
れ

ま
す
。
対
策
と
し
て
各
関
係

機
関
と
現
地
調
査
を
含
め
協

議
し
ま
し
た
が
現
位
置
で
の

拡
幅
は
道
路
構
造
令
の
規
定

に
よ
り
難
し
い
よ
う
で
す
。
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����������
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�
�����������
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学
校
関
係
の
集
中
し

た
場
所
で
も
あ
り
変

則
的
な
交
差
点
で
見
通
し
も

悪
く
危
険
箇
所
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

 

拡
幅
整
備
の
考
え
は

あ
る
か
伺
う
。

 

現
在
進
め
て
い
る
都

市
計
画
事
業
基
本
計

画
の
中
で
長
谷
踏
切
周
辺
の

整
備
が
計
画
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
対
応

し
た
い
。

 

教
育
委
員
会
で
も
踏

切
及
び
道
路
を
管
理

し
て
い
る
関
係
機
関
に
対
し

て
、
道
路
改
良
等
要
望
し
て

い
き
た
い
。
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石
綿
使
用
建
物
に
つ

い
て
は
早
急
に
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
今
後
の
対
策
は
ど
う
か

伺
う
。

 

検
査
の
結
果
を
踏
ま

え
て
具
体
的
対
応
を

検
討
し
ま
す
が
、
懸
念
さ
れ

る
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
現

場
へ
の
立
入
を
極
力
制
限
し

て
行
き
た
い
。

����������
����������
�
�
�����������

�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
										











����������
����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
										

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
�
�
��

�
�

�

�

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	

 

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に

つ
い
て
は
非
常
に
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
本
町
の
調
査
状
況
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

 

使
用
が
懸
念
さ
れ
る

所
と
し
て
栗
野
庁
舎

の
旧
議
事
堂
と
無
線
室
の
天

井
部
が
あ
り
ま
す
。

 

学
校
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
設
計
図
書
と

照
合
し
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
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拡幅が望まれる長谷踏切及び周辺道路（栗野小前）
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地
場
産
業
育
成
の
た

め
に
も
区
域
内
新
築

家
屋
を
地
元
業
者
に
依
頼
し

た
場
合
に
は
何
ら
か
の
補
助
、

助
成
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

 

移
転
補
償
費
を
出
し

て
お
り
ま
す
の
で
補

助
金
の
二
重
支
払
い
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
地
権
者
と
協
議

を
す
る
中
で
本
町
の
経
済
効

果
を
高
め
る
た
め
に
も
建
物

建
築
に
つ
い
て
は
町
内
業
者

に
発
注
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

����������
����������
�
�
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�

 

地
域
住
民
か
ら
は
今

後
の
進 
捗 
見
通
し

ち
ょ
く

に
つ
い
て
疑
問
視
す
る
声
が

よ
く
聞
か
れ
る
が
、
行
政
か

ら
正
し
い
情
報
を
よ
り
早
く

正
確
に
伝
え
る
方
策
は
な
い

か
伺
う
。

 

町
の
説
明
不
足
も
あ

っ
て
住
民
の
方
々
に

不
安
を
与
え
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
担
当
課

の
方
で
情
報
の
周
知
を
徹
底

し
、
い
つ
で
も
町
で
十
分
な

説
明
が
で
き
る
よ
う
に
対
処

し
ま
す
。
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����������
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国
の
財
政
状
況
が
現

在
の
ま
ま
固
定
さ
れ

た
条
件
の
中
で
補
助
事
業
と

本
町
の
財
源
を
埋
め
合
わ
せ

て
行
え
ば
計
画
年
度
内
に
完

了
す
る
確
率
は
高
い
と
思
う
。

�
�

 

国
の
財
政
悪
化
等
に

伴
う
補
助
事
業
へ
の

減
額
や
自
主
財
源
の
好
転
も

あ
ま
り
望
ま
れ
な
い
中
、
今

後
計
画
ど
お
り
に
事
業
が
遂

行
さ
れ
る
確
実
性
は
高
い
の

か
伺
う
。
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全
国
的
に
子
ど
も
の

不
登
校
人
口
は
増
え

て
い
る
が
、
本
町
の
実
態
は

ど
う
か
伺
う
。

 

本
町
で
は
前
年
度
に

比
べ
て
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
不
登
校
傾
向
や
保

健
室
登
校
な
ど
が
依
然
と
し

て
あ
り
ま
す
。
教
職
員
を
中

心
に
要
因
の
把
握
を
的
確
に

捉
え
防
止
と
解
消
に
努
め
て

い
ま
す
。

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
栗
野
地
区
）
と

教
育
委
員
会
が
連
携
し
、
不

登
校
本
人
や
保
護
者
、
学
校

が
抱
え
る
問
題
を
い
ち
早
く

解
消
す
る
た
め
に
も
窓
口
を

ひ
と
つ
と
し
た
場
を
支
援
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
活
動
に
生
徒
や

保
護
者
の
必
要
性
の
声
が
あ

れ
ば
関
係
機
関
と
相
談
し
、

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

����������
����������
�
�

�
�
�

����������
����������
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	



都市計画事業風景（栗野駅前通り）

子育て支援センター（栗野地区・城山）
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平
成　

年
度
に
川
内

１８

川
掘
削
残
土
を
利
用

し
、
鹿
児
島
県
に
お
い
て
嵩

上
げ
を
実
施
す
る
方
向
で
検

討
中
で
あ
り
ま
す
。

 

阿
波
井
堰
上
流
未
改

修
区
間
の
河
道
拡
幅

と
井
堰
に
お
け
る
流
下
能
力

拡
大
は
吉
松
地
区
住
民
の
永

年
の
悲
願
で
あ
る
。
今
水
害

に
お
い
て
、
福
島
川
、
大
谷

川
の
滞
水
は
平
成
９
年
災
害

時
よ
り
も
大
き
く
被
害
は
拡

大
し
て
い
る
。
ま
た
井
堰
の

流
下
能
力
拡
大
の
た
め
町
道

を
堰
堤
の
高
さ
ま
で
下
げ
流

下
断
面
を
拡
大
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

 

吉
松
地
区
水
害

対
策
の
根
幹
は

い
か
に
本
線
の
水
位
を

下
げ
る
か
で
あ
り
ま
す
。

川
西
地
区
の
内
水
対
策

に
も
つ
な
が
る
事
か
ら

今
後
も
、
国
に
強
く
対

応
を
迫
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
町
道
を
堰
堤
の
高

さ
に
下
げ
る
点
に
つ
い

て
は
同
感
で
あ
り
ま
す
。
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�
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����������
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栗
野
工
業
高
校
再
編

問
題
に
つ
い
て
は
、

県
教
委
の
強
引
な
進
め
方
に

抵
抗
を
感
じ
る
が
、
避
け
て

通
れ
な
い
の
な
ら
是
非
と
も

湧
水
町
に
誘
致
す
べ
き
と
思

う
が
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

 

栗
野
工
業
高
校
に
つ

い
て
は
旧
栗
野
町
時

代
か
ら
予
算
を
投
じ
て
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
。
県
教
委

に
不
満
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
存
続
、
誘
致
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

����������
����������
�
�

�
�

応
さ
れ
る
べ
き
と
判
断
い
た

し
ま
す
。
国
に
早
急
な
対
応

を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

桶
寄
川
堤
防
は
、
床

対
事
業
に
よ
り
嵩
上

げ
さ
れ
、
今
回
の
水
害
に
お

い
て
そ
の
真
価
を
発
揮
し
、

川
添
・
中
津
川
地
区
の
大
規

模
な
水
害
は
の
が
れ
た
が
、

平
成
９
年
水
害
対
応
の
堤
高

の
低
い
部
分
が
越
水
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
た
。
本
堤
並
み

の
早
期
嵩
上
げ
を
図
る
べ
き

と
思
う
が
、
そ
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。
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池
胡
川
の
荒
廃
は
確

認
し
て
い
ま
す
。
湧

水
町
全
体
を
見
直
し　

年
度

１９

を
目
途
に
事
業
導
入
を
図
り

ま
す
。

 

町
河
川
大
谷
川

の
合
流
点
で
国
、

町
の
境
界
確
認
が
な
さ

れ
ず
発
生
し
た
災
害
現

場
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。

町
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

 

現
場
の
状
況
を

見
る
と
、
当
然

国
の
責
任
に
お
い
て
対

�
�
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池
胡
川
上
流
水
路
は

荒
廃
し
水
田
の
耕
作

は
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
公
平

・
平
等
の
行
政
の
観
点
か
ら

ど
の
様
に
対
応
さ
れ
る
の
か

伺
う
。

����������
����������
�
�

越水の危機にさらされた桶寄川堤防（左岸）

日之出造園土木�付近から阿波井堰方向
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関
係
を
考
え
な
が
ら
今
後
対

応
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

北
薩
病
院
は
大
口
市

出
水
市
と
の
境
に
近

い
場
所
に
昭
和　

年
５
月
建

６１

設
さ
れ
、　

年
近
く
多
く
の

２０

地
域
住
民
の
医
療
に
携
わ
っ

て
き
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
患
者
が
北
薩

病
院
へ
と
い
う
安
心
感
も
多

く
き
か
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
厳
し
い
状
況
で
あ
れ
ば
湧

水
町
の
場
所
や
高
速
イ
ン
タ

ー
な
ど
空
港
や
広
域
性
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

 

地
域
の
中
核
的
医
療

機
関
と
し
て
福
祉
施

設
等
と
の
連
携
の
も
と
、
地

域
全
体
の
医
療
供
給
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
救
急
期
疾
患

����������
����������
�
�

�
�

そ
れ
を
利
用
す
る
、
水
田
畑

作
な
ど
に
利
用
す
る
水
は
特

に
厳
し
く
や
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
大
雨
で
水
の
流
れ
の
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本
町
に
こ
れ
ま
で
多

く
の
企
業
が
誘
致
さ

れ
業
績
を
築
き
雇
用
財
政
な

ど
に
貢
献
し
本
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
事
と
思
い

ま
す
が
、
企
業
が
環
境
を
前

面
に
考
え
た
時
、
地
域
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
問
題
点
を

行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
指

導
を
し
た
の
か
伺
う
。

 

水
の
関
係
の
調
査
と

言
う
の
は
、
地
域
地

域
に
よ
っ
て
そ
れ
な
り
の
こ

と
は
や
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
流
沫
関
係
に
お
い
て
は
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����������
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に
対
応
す
る
医
療
機
関
と
し

て
、
高
度
専
門
医
療
と
二
次

救
急
医
療
を
提
供
、
平
成　
１６

年
度
導
入
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
活
用

に
よ
り
頭
部
等
疾
患
へ
の
対

応
を
進
め
る
こ
と
、
ま
た
公

共
性
と
採
算
性
の
両
立
が
き

わ
め
て
困
難
と
な
れ
ば
将
来

的
に
民
間
委
託
民
間
委
譲
等

も
検
討
す
る
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
今
秋
に
脳
神
経

外
科
の
担
当
医
が
決
ま
る
と

の
こ
と
で
あ
り
状
況
を
踏
ま

え
県
知
事
を
始
め
関
係
機
関

に
対
し
要
望
書
等
を
提
出
す

る
な
ど
し
て
県
立
北
薩
病
院

の
存
続
及
び
診
療
科
目
の
充

実
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
取

組
む
計
画
で
あ
り
ま
す
。

工場から排出され、環境問題にある水田

経営状況が厳しい県立北薩病院
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湧
水
町
が
誕
生
し
て

半
年
が
過
ぎ
た
。
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
も
あ
る
と
思
う
。

　

問
題
点
を
探
り
出
し
、
改

善
す
る
た
め
に
、
近
年
多
く

の
自
治
体
で
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
が
「
事
務
事
業
評

価
」
を
始
め
と
す
る
「
行
政

評
価
制
度
」
で
あ
り
ま
す
。

　
「
住
民
の
満
足
度
の
向

上
」
や
「
財
政
健
全
化
」
に

向
け
、
制
度
を
活
用
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

 

事
務
事
業
評
価
は
、

町
民
の
視
線
で
評
価

す
る
こ
と
が
大
事
。
現
状
を

分
析
し
、
今
後
の
湧
水
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
客

観
的
判
断
基
準
に
な
る
。
検

討
し
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

 

成
果
や
効
果
を
評
価

し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
、
広
く
住
民
に

知
ら
せ
る
こ
と
は
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
行
政

側
の
自
己
満
足
に
陥
ら
な
い

よ
う
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
。
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����������
�
�
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�

�
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総
務
省
の
調
べ
で
、

平
成　

年
７
月
時
点

１５

で
、
制
度
を
導
入
済
み
の
自

治
体
は　

都
道
府
県
、
全
政

４６

令
指
定
都
市
、
５
２
７
の
市

町
村
。
試
行
中
２
１
８
市
町

村
、
検
討
中
１
２
９
５
市
町

村
で
あ
る
。

　

評
価
の
様
式
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取

組
む
必
要
が
あ
る
。

　

決
算
資
料
の
「
成
果
の
説

明
書
」
に

１
、
担
当
者

２
、
事
業
の
目
的
・
概
要

３
、
具
体
的
な
目
標

４
、
具
体
的
な
評
価

５
、
見
直
す
点

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

住
民
へ
の
「
説
明
責
任
」

「
透
明
性
・
公
平
性
」
職
員

の
「
政
策
能
力
の
向
上
」
や

隠
れ
た
才
能
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

 

職
員
の
名
前
を
公
表

す
る
こ
と
は
、
ど
う

か
と
思
う
が
、
検
討
し
て
み

た
い
。
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危
険
地
域
の
移
転
等
対
策
も

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

町
内
状
況
を
見
て
回

っ
た
が
、
吉
松
地
区

の
被
害
の
大
き
さ
に
は
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
国
交

省
九
州
整
備
局
や
川
内
川
工

事
事
務
所
等
に
陳
情
交
渉
で

出
向
い
て
い
る
。
阿
波
流
量

が
増
大
で
き
れ
ば
す
べ
て
が

解
決
す
る
。

 

全
国
の
災
害
・
緊
縮

予
算
・
下
流
強
化
等

考
え
る
と
い
つ
で
き
る
か
不

安
。
行
政
・
消
防
・
公
民
館

・
避
難
被
害
者
の
不
安
や
苦

�
�

����������
����������
�
�

 

平
成
９
年
大
水
害
並

み
の
台
風　

号
は
各

１４

地
に
被
害
を
与
え
た
。
栗
野

地
区
で
も
冠
水
が
見
ら
れ
、

吉
松
地
区
は
湯
ノ
尾
捷
水
路

・
轟
堰
開
削
・
桶
寄
川
等
堤

防
嵩
上
げ
効
果
で
越
水
災
害

は
免
れ
た
が
、
家
屋
の
床
上

・
床
下
浸
水
や
道
路
、
農
地

冠
水
被
害
は
改
善
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
永
山
橋
下
流

東
岸
は
濁
流
に
よ
る
浸
水
や

崩
落
危
険
な
ど
新
た
な
被
害

も
起
き
て
い
る
。
阿
波
開
削

実
現
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
幹

線
・
循
環
道
路
の
確
保
や
流

量
増
大
と
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
、
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労
と
帰
省
者
・
医
療
機
関
へ

の
ア
ク
セ
ス
遮
断
の
解
消
も

図
る
べ
き
だ
。

 

と
に
か
く
阿
波
流
量

だ
。
９
年
災
害
時
の

議
会
対
応
も
問
題
と
聞
い
て

い
る
。
守
る
会
の
思
い
も
大

事
だ
。
議
会
・
行
政
・
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
協
力
推
進

し
て
欲
し
い
。

 

９
年
度
、
被
災
者
の

苦
言
、
要
望
、
苦
悩

を
目
の
当
り
に
し
、
経
緯
も

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
。
行

政
職
員
・
消
防
（
団
員
）、

�
�
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����������
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�
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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て

高
校
説
明
会
出
席
機

会
が
あ
り
、
地
域
密
着
、
活

性
化
の
視
点
か
ら
発
言
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
旧
栗
野
町

一
体
の
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。

県
教
委
・
牧
園
高
校
・
霧
島

市
の
動
向
も
あ
る
。
栗
野
工

業
高
校
存
続
の
根
拠
構
築
が

重
要
と
考
え
る
が
。

 

一
方
的
な
県
の
姿
勢

に
憤
っ
て
い
る
。
多

額
の
支
援
も
行
っ
て
き
た
。

伊
佐
地
区
連
携
や
対
策
協
議

会
で
対
応
し
て
い
く
。

 

ふ
る
さ
と
バ
ス
・
幼

稚
園
児
童
待
機
対
策

の
経
過
状
況
は
。

 

幼
保
連
携
に
努
力
。

合
併
経
過
は
住
民
説

明
会
等
で
。
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議
員
、
地
区
に
よ
っ
て
も
状

況
が
違
う
。
一
体
化
の
為
、

声
を
聞
い
て
欲
し
い
。

 

そ
の
よ
う
に
努
力
す

る
。

�
�

地域に根ざした栗野工業高校

�
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一
、
超
高
齢
化
社
会
に
向
け

て
の
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て

一
、
シ
カ
の
被
害
対
策
に
つ

い
て

一
、
空
家
対
策
に
つ
い
て

一
、
公
有
財
産
の
管
理
に
つ

い
て

�

議
会
に
は
三
つ
の
常

任
委
員
会
が
あ
り
行

政
全
部
を
網
羅
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
各
種
審
議
会
や
町

執
行
部
が
挑
戦
的
に
課
題
に

取
り
組
め
る
雰
囲
気
づ
く
り

に
努
め
る
べ
き
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

人
件
費
の
見
直
し
が
言
わ

れ
る
中
、
６
月
議
会
で
町
長

の
給
与
は
削
減
さ
れ
て
い
る

現
在
、
私
共
議
員
報
酬
も
一

考
す
べ
き
時
と
思
う
と
共
に
、

早
い
機
会
に
立
派
な
行
財
政

改
革
が
な
さ
れ
、「
新
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

����������
����������
����������

�
�
�

行
政
改
革
委
員
会
の
審
議
に

反
映
さ
せ
、
更
に
議
会
等
の

提
言
を
踏
ま
え
て
、
構
造
改

革
で
歳
入
面
は
税
等
の
徴
収

対
策
・
使
用
料
及
び
手
数
料

の
見
直
し
・
未
利
用
財
産
の

活
用
・
起
債
の
抑
制
、
歳
出

面
は
人
件
費
の
見
直
し
・
組

織
の
統
廃
合
・
事
務
事
業
の

整
理
合
理
化
及
び
民
間
委

託
・
施
設
等
の
維
持
管
理
の

見
直
し
・
補
助
金
等
の
整
理

合
理
化
・
投
資
的
経
費
の
見

直
し
・
内
部
管
理
費
の
見
直

し
に
取
り
組
み
、
効
果
的
、

効
率
的
財
政
運
営
に
努
め
、

住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

�

地
域
振
興
策
を
自
ら

構
築
す
る
自
立
の
心

を
も
っ
て
の
財
政
運
営
、
又
、

「
新
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
進
め
る
た
め

に
は
、
歳
出
構
造
に

大
き
な
メ
ス
を
入
れ

る
必
要
が
あ
る
が
、

住
民
の
声
を
ど
う
反

映
さ
せ
、
政
策
と
し

て
ど
の
よ
う
な
部
分

を
抑
制
し
、
削
減
す

る
の
か
伺
う
。

 

区
長
会
等
を

は
じ
め
と
す

る
住
民
の
意
見
や
地

域
審
議
会
の
意
見
を
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�
�
�

�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
										











����������
����������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
��

��

�
�

�
�
�
�
�
�

�

�

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

水の里公園計画地全景（川添地区）

未利用財産「栗野高原リゾート」建設計画跡地全景
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施
設
か
ら
在
宅
へ
の

大
き
な
流
れ
と
な
っ

て
く
る
。
地
域
ケ
ア
の
推
進
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
の
位
置

づ
け
を
ど
う
考
え
、
介
護
予

防
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か

伺
う
。

 

介
護
予
防
に
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
を
創

設
し
、
高
齢
者
に
な
っ
て
も

地
域
の
中
で
生
活
で
き
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
よ
う
に
取
り
組
む
。

����������
����������
�
�

�
�

 

今
回
の
台
風
で
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
、

床
上
浸
水
は　

件
に
あ
が
っ

２５

た
。
川
内
川
川
西
樋
門
の
開

閉
は
、
川
内
河
川
事
務
所
の

操
作
要
綱
で
な
さ
れ
た
が
、

川
内
川
外
水
の
水
位
が
内
水

よ
り
高
く
と
も
水
が
引
き
は

じ
め
た
ら
開
門
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
の
か
。
行
政
は
責

任
を
持
っ
て
操
作
し
、
又
操

作
技
術
の
向
上
に
努
め
る
べ

き
と
思
う
が
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

 

川
内
川
外
水
の

引
く
力
が
大
き

い
と
の
反
省
の
上
で
現

場
の
経
験
を
生
か
し
て

操
作
す
る
こ
と
に
心
が

け
水
門
に
あ
っ
た
操
作

を
指
導
す
る
。

����������
����������
�
�

�
�

設
し
、
今
後
保
健
師
を
中
心

と
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
義
務
づ
け
市

町
村
の
責
任
の
範
囲
で
や
っ

て
い
く
。

 

社
会
保
障
費
総
額
の

７
割
を
年
金
や
老
人

医
療
、
介
護
な
ど
が
占
め
て

い
る
現
在
、
改
正
介
護
保
険

法
が　

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

１０

介
護
予
防
の
給
付
、
事
業
の

制
度
化
、
施
設
入
居
者
の
負

担
等
、
大
幅
な
制
度
改
革
が

打
ち
出
さ
れ
た
。
予
防
を
重

視
し
要
介
護
者
を
減
ら
す
必

要
が
あ
る
。
予
防
重
視
型
シ

ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
構
築

さ
れ
る
の
か
。

 

要
支
援
、
要
介
護
１

の
軽
度
者
を
対
象
と

す
る
新
た
な
予
防
給
付
を
創
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川
内
川
が
逆
流
し
樋

寄
川
が
越
水
し
土
の

う
が
積
ま
れ
た
が
、
原
因
は

阿
波
上
流
域
の
拡
幅
が
不
十

分
で
あ
る
為
で
あ
る
。
国
県

へ
強
く
交
渉
す
る
考
え
は
な

い
の
か
伺
う
。

 

川
内
川
逆
流
、
高
水

位
の
状
況
説
明
し
、

具
体
的
に
国
土
交
通
省
に
強

く
要
望
し
て
い
く
が
、
議
会
、

住
民
、
行
政
と
一
体
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
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����������
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越水防止のため土のうが積まれた桶寄川堤防

冠水した国道２６８号線（川添地区）
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こ
れ
ま
で
湧
水
町
（
吉

松
・
栗
野
両
地
域
）
は
大
雨
、

台
風
の
た
び
に
、
洪
水
の
被

害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
栗

野
地
域
は
、
轟
の
狭
窄
部
、

吉
松
地
域
は
阿
波
井
堰
の
狭

窄
部
に
よ
り
大
き
な
災
害
を

引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。

　

轟
狭
窄
部
に
つ
い
て
は
、

川
内
川
床
上
浸
水
対
策
特
別

事
業
に
よ
り
平
成　

年
度
開

１５

削
が
完
了
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
阿
波

井
堰
の
狭
窄
部
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お

ら
ず
、
先
般
、
台
風　

号
に

１４

よ
る
大
雨
で
吉
松
地
域
で
床

上
浸
水
を
は
じ
め
、
水
田
冠

　

こ
の
度
、
台
風　

号
に
よ

14

る
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

方
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
救
援

活
動
と
復
旧
に
全
力
を
挙
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
消
防
団

員
、
町
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
献
身
的
な
対
応
に
対
し

ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
で
水
害
対
策

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

本
町
の
最
重
要
課
題
と
し
て

解
決
を
図
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
ず
、
他
の
山
積
す
る
課
題

と
共
に
町
民
が
納
得
す
る
形

で
将
来
を
切
り
開
い
て
い
く

取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
「『
議
会
だ
よ
り
』
見
た

よ
。」
の
声
は
、
広
報
委
員

会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
見
や
す

い
・
読
み
や
す
い
議
会
広
報

誌
を
目
指
し
ま
す
。（
仮
屋
）
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委

員

長　

宮
里　

廣
昭

　

副
委
員
長　

仮
屋　

良
二

　

委　
　

員　

境
田　

公
明

　
　

同　

　

池
上　

滝
一

　
　

同　

　

亀
澤　

中

　
　

同　

　

川
田　

耕
哉

　

以
前
よ
り
具
体
的
で
深

み
の
あ
る
質
問
が
増
え
て

お
り
、
頼
も
し
く
思
っ

た
。 

　

自
治
体
が
で
き
る
も
の

と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と

に
明
確
に
区
分
し
て
提
案

し
た
方
が
良
い
と
思
う
。 

　

自
ら
足
を
運
ん
で
、
自

ら
の
目
で
見
、
実
態
・
現

況
を
詳
細
に
把
握
し
て
議

会
に
臨
ん
で
欲
し
い
。 

　

（　

代
・
男
性
）
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吉
松
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

の
テ
レ
ビ
に
て
本
会
議

の
状
況
を
放
映
し
て
い

ま
す
。

水
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
議

会
で
は
阿
波
井
堰
の
開
削
を

は
じ
め
、
川
内
川
本
線
の
寄

洲
、
中
洲
の
除
去
な
ど
、
吉

松
・
栗
野
地
域
一
体
と
な
っ

た
国
、
県
へ
の
要
望
、
ま
た
、

議
会
独
自
で
の
調
査
・
研

究
・
対
策
に
取
組
む
た
め
、

「
湧
水
町
水
害
対
策
調
査
特

別
委
員
会
」
を
議
長
を
除
く

全
議
員
で
設
置
し
、
今
後
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

委

員

長　

篠
原
三
千
人

　

副
委
員
長　

福
島　

勝
男


